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スポーツランド SUGO（宮城県：3.586km） 

7 月 23 日（土）予選、決勝レース第 10 戦：くもり／ドライ〜セミウェット 

7 月 24 日（日）決勝レース第 11 戦、第 12 戦 晴れ／ドライ 

 

#97 小川 颯太 Bionic Jack Racing Scholarship FRJ 

 

レース 1 で小川颯太、 

ついにポール・トゥ・ウィンを 

達成！ 

流れを完全に変えて、大いに実り 

ある週末となった SUGO 大会 

 

 

高木真一監督の指揮のもと、FIA- 

F4 選手権、ポルシェカレラカップ 

ジャパン（PCCJ）に参戦してきた 

Bionic Jack Racing は、今年から 

フォーミュラリージョナル・ 

ジャパンシリーズ（FRJ）にも小川颯太を擁し、新たに臨むこととなった。 

コンスタントに入賞を重ね、ランキングでも２位に浮上した小川ながら、展開には恵まれていないとい

う印象はある。特に前大会のもてぎでは、レース 2 においてスタートを決めて２番手に上がるも、後続

車両に追突されてリヤウイングを失うなど、流れが来そうで来ないのだ。レース 1 も、レース 3 も表彰

台には上がっている。だが、再三繰り返すように、もはやドライバーもチームも、それでは飽き足らな

くなっているのは紛れもない事実。欲しいのは優勝という結果だけである。 

なお、今大会からタイヤの使用本数が変更され、従来は予選、決勝を通じ、開催レース数と同じ数のセ

ット使用が認められていたが、これが開催レース数に関わらず２セットまでとされた。 

 



◆予選 

#97 小川 颯太 Bionic Jack Racing Scholarship FRJ：１番手・３番手・３番手 

第４大会の舞台であるスポーツランド 

SUGO は、アップダウンに富んだ高速 

テクニカルコースで知られ、特に 10％ 

の上り勾配である最終コーナーは、 

ほぼ全開で駆け抜けていく、国内で 

最も横 G のかかるコーナーと言われて 

いる。コース幅もランオフエリアも 

他のサーキットに比べれば狭いため、 

一瞬即発の展開となることも多い。 

全国的な戻り梅雨の影響で、本番直前 

の最終チェックが行われるはずだった、 

金曜日専有走行は２回とも雨に見舞わ 

れてしまったが、ドライコンディションでも走れた木曜日の専有走行では、小川はセットアップに苦し

み、トップから 1 秒半遅れの 1 分 19 秒 953 が自己ベスト。 

その一方でウェットコンディションの専有走行で、小川はトップとはコンマ 5 秒差の 1 分 33 秒 095 を

記して 4 番手と、対照的な状況としていた。 

土曜日の予選は 10 時 15 分から 15 分の計測を、10 分のインターバルを挟んで２回実施。１回目のベス

トタイムでレース 1 の、セカンドベストタイムでレース 3 のグリッドを決めるのは、いつものとおり。

そして２回目のベストタイムで、やはりレース 2 のグリッドが決定する。 

未明まで降り続いていた雨が、早朝まで路面に残ってはいたものの、予選が始まる頃にはすっかり乾い

ていた。１回目の開始から 5 分ほど経過したところで、コースアウトした車両があり、計測が中断され

てしまうが、小川はまだアタック前だったのは不幸中の幸い。再開から２周後に 1分 20秒 169を記し、

次の周には 1 分 20 秒 082 と順調にタイムを縮めていき、さらに次の周に出した 1 分 19 秒 811 は、なん

と全体ベスト！ 小川は自身初、そしてチームにとっても初めてのポールポジションを、レース 1 で獲

得することになった。その一方で、セカンドベストにおいては４番手に留まっていた。 

10 分遅れで始まった予選２回目は、路面状態の向上もあって、計測３周目には 1 分 19 秒台に入れてい

た小川ながら、ライバルはすでに 1 分 18 

秒台に叩き込んでいた。じわりじわりと 

タイムは詰めていくのだが、計測６周目 

に 1 分 19 秒 305 に出すのが精いっぱい。 

その結果、レース 2 にも、４番手で挑む 

こととなったかと思われたのだが……。 

再車検で１台に最低重量違反が発覚し、 

レース 2、レース３ともにひとつグリッド 

が繰り上がり、３番手を獲得した。 

 



◇小川颯太 

１回目は一発出せて良かったんですが、 

路面ができていない状態にうまく合わせ 

られただけだったので、そこからみんな 

２回目にはよりセットを合わせてきたか 

ら、そういった対応能力の差が出てしま 

いました。でも、とりあえず木曜日のよ 

うな順位にはならなくて、戦えるタイム 

にはなったので良かったです。１回目は 

コンスタントにまとめられず、２回目の 

方がそういう意味では良かったんですが、 

黄旗で引っ掛かっちゃったりしていたので……。とりあえず、気持ちよくレース 1 に臨めれば、と思っ

ています。 

 

◆決勝レース第 10 戦 

#97 小川 颯太 Bionic Jack Racing Scholarship FRJ：優勝 

 

予選終了から 2 時間余りで、早くも決勝レース 1 のスタート進行が開始。直前に猛烈な通り雨に見舞わ

れ、せっかく完全に乾いていた路面がまた濡れてしまう。だが、その間に 1 レース行われていたことも

あり、走行ライン上であるアウト側グリッドの方が有利なのは明らかだった。ポールスタートの小川は

蹴り出しも良く、1 コーナーにトップで飛び込んでいくと、オープニングの１周だけで後続に 1 秒 2 の

差をつける。そのままファステストラップを連発し、７周目には２番手を 4 秒も引き離していた。しか

し、２番手がスタート違反でドライビングスルーペナルティを課せられた８周目以降は、新たに２番手

に浮上した車両のペースが上回るようになる。しかし、序盤に築き上げたマージンがしっかり効いて、

1 秒を切ることは最後まで許さず。逃げ切った小川は、自身にとって昨年の第 12 戦・鈴鹿以来、そして

チームにとっては初めての勝利を挙げることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇小川颯太 

最初はもっとタイムを出そうと思っていたんですが、逆に前半のバランスが良過ぎちゃって、後半大丈

夫かなと思って、残り15周ぐらいからタイヤのマージンを持たせようと思って走った結果、最終的には

追いつかれてしまいました。でも最後まで落ち着いて、守ることができました。 

今週、車を大きく変えてはいないんですが、「ここ」ってところを変えて、やっと自分の走りができる

ようになって、そこからセットアップだなという、上り調子のところで勝てたっていうのは、僕にとっ

てもチームにとっても一安心というか……。逆にここからもっと頑張らないと、という状態なので、マ

シンバランスをしっかり伝えて、またアジャストして結果を残せるようにしないといけないですね。 

 

◆決勝レース第 11 戦 

#97 小川 颯太 Bionic Jack Racing Scholarship FRJ：８位 

レース 2、レース 3 の行われる日曜日は、より夏の装いを呈するようになり、少なくてももう雨の心配

はなさそうだ。レース 2 のスタート進行開始は 10 時 35 分。マシンは 3 番グリッドに並べられた。 

スタートを無難に決めた小川は、まずはポジションキープからレースを開始。トップが早々に逃げに入

る中、前後を囲まれる形で３台による２番手争いを序盤は繰り広げる。しばらくはこう着状態が続いた

が、前走車の一瞬のミスを小川は見逃さなかった。13 周目のハイポイントコーナーでフェイントをかけ

た後、続くレインボーコーナーでノーズを入れ、馬の背コーナーでしっかり前に出ることに成功。 

その時点でトップとは 3 秒 5 の差もあったが、こうなると小川の勢いは止まらない。徐々に差を詰め、

17 周目の最終コーナーでミスをしたトップの背後にまで迫るまでに。続く 1 コーナーでオーバーテイク

を試みるも……。 

逆転を阻まれたばかりか、まさかのガス欠症状が！ 馬の背コーナーまでは着いていけたが、その先で

失速。そのまま走り続けたものの、19 周目の 4 コーナー脇にマシンを停める羽目となった。規定周回を

満たしていたこともあり、なんとか８位という結果は残された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇小川颯太 

ガス欠のようです。このレース 2 では相手のミスを待ちつつもプッシュして。面白いレースをお見せで

きたとは思うんですけど、すごく悔しいです。このレースはなかなか抜けないと言われている中、しっ

かり考えながら完璧な展開で２番手に上がれて、トップにも最終コーナーの相手のミスに乗じて、1 コ

ーナーでクロスをかけようと思ったんですが、その瞬間、ガス欠症状が出てしまいました。それまでは

自分の思い描いていたとおりの展開だったんですが……。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆決勝レース第 12 戦 

#97 小川 颯太 Bionic Jack Racing Scholarship FRJ：2 位 

 

レース 2 で生じたガス欠症状は、メカニカルな要因ではなかったのは、レース 3 に尾を引かずに済むも、

メカニックは小川に謝罪することしきり。しかし、しっかりとその気持ちに応えるレースをしてくれた。 

このレースウィーク最後に行われたレース 3 では、小川はスタートを決め、フロントローの２台に対し

て中央突破を試みるも、ここでの逆転はならず。ならばとラインを変えて 1 コーナーにインから飛び込

み、続く 2 コーナーで２番手浮上に成功する。その間にトップをやや逃す格好とはなるも、逆に後続に

は早々に差をつけることとなる。 

その後、いったんはトップに対し、2 秒ほどの差をつけられていた小川ながら、レース折り返しのあた

りから徐々に間隔が詰まっていく。またワンチャンスあれば……と期待を抱かせるも、トップもミスを

最後まで犯さず。１秒１差での２位でゴールし、ランキングでも２位の座を死守することとなった。 

 



◇小川颯太 

レース 3 ではセッティングをちょっとアジャストして、それが失敗ではないんですけど、もうちょっと

周回があったら、たとえば30周あったら最高のバランスという感じで、そのでき具合をやり過ぎてしま

いました。そういう意味では、今までセッティングを変えても全然うまくいかなかったんですが、今週

は予選でやっとうまくいくようになり、しっかりセット変えて、これがいい、これが悪いというのがち

ゃんと出るようになりました。次の富士では今のデータがあるので！ 今週は自信を取り戻せました。 

 

続く第５大会は、富士スピードウェイで 9 月 9〜11 日に、WEC のサポートレースとして開催される予

定となっている。チームにとって初優勝、その一方であと一歩のところで連勝も……という、嬉しさも

悔しさもあるレースウィークだったが、大きな収穫を得られたことで士気は大きく高まっている。富士

でも大活躍を期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


